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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
植物個体群の遺伝的多様性の維持機構には未だ不明な点が多く、特に熱帯雨林樹木に関する知見は
きわめて限られている。本研究は、ボルネオ熱帯雨林のフタバガキ科 10種の個体群からマイクロサ
テライトマーカーを用いて収集した膨大な遺伝データを用いて、熱帯雨林の樹木個体群の遺伝的多様
性と局所的空間遺伝構造を解析し、種の遺伝特性と生態特性の間にある関係を明らかにしたものであ
る。本論文の主な成果は以下の４点に要約できる。 
 １）各種個体群の遺伝的多様性と個体の空間分布の間には統計的に有意な関係が認められ、個体群
が小さなパッチ状に分断されている種ほど遺伝的多様性が低い傾向があった。２）調査した 10種の
うち 8 種の個体群で、統計的に有意な局所的空間遺伝構造が認められ、空間的に近い個体間ほど遺
伝的類似度が高い傾向があった。３）また、その傾向は、個体群が小さなパッチに分断されている種、
及び、種子と花粉の散布距離が短い種ほど強かった。４）空間遺伝構造の不明瞭な種では、近接個体
間での交配が多く生じても二親性近親交配が起きず、これによって遺伝的多様性が維持されていると
考えられた。以上の結果は、フタバガキ科樹木の個体群構造が遺伝的多様性に影響を及ぼしているこ
とをデータに基づいて初めて示したものであり、熱帯雨林の遺伝研究と生態研究に新たな視点を提供
するものである。以上により、本研究は、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
